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1ま え が き

山形県のイチゴ栽培面積は約 320"である。作型は低温
カット栽培,長期株冷栽培,ハウス早熟栽培, トンネル早

熟栽培であり,低温カット栽培,長期株冷栽培が増加傾向
にある。中でも長期株冷栽培は 苗の掘取り,調整等が比
較的容易な庄内砂丘地が主産地となっている。

長期株冷栽培は,出荷量の少ない秋に一期日の収穫をし,

更に,同‐株で翌春に再び収穫することができる有利性が

ある。しかし,両期とも収量が低い。

そこで,秋冬期の保温開始時期が春期の収量に与える影

響について検討した。

2試 験 方 法

試験区は表 1の 4区とし,保温方法は内張リカーテンを
使用し, 1～ 3区については 2月 1日 よリトンネルを併用

した。温度管理は最高気温を15℃ 以下となるように換気を

行った。

試 験 区 保 温開始 時期

な傾向であった (表 2)。 これは,保温開始時期の違いに
よる低温遭遇時間が影響しているものと考えられる。

(2)収員構成要素

芽数は 1区が最も多く. 4区が少なかった。2. 3区で

は差がなかった。花房数 花数では,収穫 .未収穫,合計
とも1,2区が多く,次いで 3区であり, 4区が最も少な
かった。特に,未収穫花房数,花数は 1～ 3区が多く,そ
の後の収量も相当量期待できる状態であった (表 3)。

これは 秋冬期に保温することによって,芽数,花房数 ,
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表 3 収量構成要素 (株当たり )
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供試品種は宝交早生を用い. 1区 20株 . 2区制とした。

栽培概要は,苗入庫が昭和58年 12月 28日 ,苗出庫が昭和

59年 8月 31日 ,定植が9月 1日 。うね幅は135 cm,株間18

“
。施肥量 (“ノα)は N-15,P205~136,K20~144。
ハウスビニール被覆は昭和59年 9月 7日 ,マルチは,月 14

日に行った。

秋期収穫打切り後11月 19～ 20日 に,株当たり 2芽とし,

花房 .古葉を除去した。

3試 験 結 果

(1)生育

4月 15日 , 6月 25日 の葉柄長は,保温開始時期が遅いは

ど大きく おう盛な生育を示 した。小葉長についても同様
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量収表 4
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図2 収穫時期別とM級以上割合

花数が増加するものと考えられる。

0 収量
収穫始期は,保温開始が早いほど早まり. 1区が 4月 15

日に比し,4区 は 4月 30日 であり 15日 もの差があった
(表 4)。

この差は,保温によって花芽の発育が促進されたためと

考えられる。

時期別収量は,各区とも5月 10日 から20日 がピークであ
り,10日 間に全収量の約50%が集中した。しかし.保温開
始の遅い区がやや後半にずれこんだ (図 1)。

総収量.商品収量とも,花房数,花数の多い 1, 2区 が
高く.商品収量は約 420鬱々 であり,花房数,花数の少な
い4区は約 360ん″/″ であった (表 4)。

平均果重は 4区が重く,他の 3区は大差がなかった。こ
れは 4区の花数が少なかったことから 着果負担が軽か
ったためと考えられる。

時期別のM級以上割合は図 2に示したが,各区とも収穫
時期が進むにつれて低下し,特に,収穫ピークがすぎると
低下が著しかった。

4 ま  と  め

イチゴ長期株冷栽培の春期lME増をねらうには,早期に

内張リカーテンにより保温すると効果が認められ,また,

収穫始期も早まる。しかし,11月 1日 と12月 1日保温開始

区との収量差は小さいこと,カ ーテンの開閉の管理労力を

考慮すると12月 上旬ころが保温開始時期として適当と考え

らオLる 。
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